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◇今帰仁村● 今帰仁村
の人口

世帯数 3,481(+9)

2003年 3月

328号

男4,802人 (+5)女 4,757人 (下 8)計 9,559人 (-3)
平成15年 1月 31日 現在
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第
十
二

今
帰
仁
村
ふ
れ
あ
い
少
年
の
翼

0

一筆
ヨ
ゥ
蜘
勒
躙
際
諫
囃
卿
義
瑯
軸

交
流
を
深
め
る
「第
十
二
回
今
帰

仁
村
ふ
れ
あ
い
少
年
の
翼
矢
団
長
中 感

動
～
雪
の
冷
た
さ
・友
の
温
か
さ
に
ふ
れ
て
～

仲
里
吉
徳
村
長
）
の

一
行
四
十
四

名
が
、
二
月
五
日
か
ら
四
泊
五
日

の
日
程
で
今
年
も
山
形
県
酒
田
市

を
訪
れ
た
。最
初
の
宿
泊
地
羽
黒
山

で
は
、
雪
国
の
風
情
が
た

っ
ぶ
り
の
、
手
作
り
雪
灯

籠
で
大
歓
迎
を
受
け
た
子

ど
も
た
ち
。
生
ま
れ
て
初

め
て
の
ス
キ
ー
体
験
や
雪

遊
び
、
地
元
鳥
海
小
学
校

と
の
交
流
な
ど
、
沖
縄
で

は
経
験
で
き
な
い
た
く
さ

ん
の
貴
重
な
体
験
を
通
し
、

北
国
の
寒
い
冬
を
、
温
か

学

な
思
い
に
包
ま
れ
て
心
ゆ

見

駅
で
の
見
送
り
に
訪
れ
、
感
動
の

再
会
も
果
た
し
た
。

心
の
翼
を
大
き
く
広
げ
て
飛
び

立

っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
多
く
の

出
会

い
と
感
動
を
何
よ
り
の
心
の

お
み
や
げ
に
、　
一
回
り
大
き
く
な

っ
て
帰

っ
て
来
た
。

田整備工場を羽

し
た
酒
田
少
年
の
翼
の
団

確

員
や
そ
の
家
族
が
、
庄
内

燈

空
港
で
の
出
迎
え
や
酒
田

く
ま
で
満
喫
し
た
。

ま
た
昨
年
十
二
月
に
本

村
を
訪
れ
、
民
泊
を
体
験
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▲羽黒山スキー場で初めてのスキー体験
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赤鷲復活、北山高(男子)が

県高校新人駅伝大会 U

Λ
Ｆ
！
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・

校駅伝競走大会

W″

r
▲ガッツポーズでテープを切る仲里選手

第
十
回
県
新
人
駅
伝
競
走
大

会
が

一
月
二
十
七
日
、
季

節
風
が
吹
き
荒
れ
る
中
、
村
運
動

公
園
を
発
着
と
す
る
付
帯
公
認
コ

ー
ス
で
行
わ
れ
た
。

大
会
に
は
、
男
女
と
も
二
十

一

校
が
出
場
。
男
子
は
地
元
北
山
高

校
が
、
エハ
連
覇
を
目
指
す

ラ
イ
バ

「

ル
沖
縄
工
業
高
校
を
抑
え
初
優
勝
。

女
子
は
名
護
高
校
が
二
違
覇
、
北

山
高
校
は
六
位
と
健
闘
し
た
。

男
子
北
山
は
、
一
区
の
、
主
将
佐

久
川
大
が
沖
工
を
十
二
秒
差
で
抑

え
首
位
。
そ
の
後
、
差
を
五
秒
ま
で

縮
め
ら
れ
た
区
間
も
あ

っ
た
が
、

終
盤
の
力
走
で
差
を
広
げ
、
一
度

も
首
位
を
譲
る
こ
と
な
く
、
ア
ン

カ
ー
仲
里
陽
介
が
こ
ぶ
し
を
突
き

上
げ
て
、
感
動
の
ゴ
ー
ル
テ
ー
プ

を
切

っ
た
。
記
録
は
二
時
間
十
人

分
四
十
四
秒
、
七
区
間
中
、
四
区
問

で
区
間
賞
を
獲
得
し
た
。

▲悪天候の中、力走する選手たち(女子)

3広 報 な き じん (2003年 )平成15年 3月 1日

兼
次
中
（女
子
）が
す
べ
て
大
差
で

下
し
、優
勝国
頭
地
区
新
人
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

藝
二
十
九
回
国
頭
地
区
新
人

バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

が

一
月
二
十
五
、
一
一十
六
の
両
日
、

名
護
中
体
育
館
な
ど
を
主
会
場
に

開
か
れ
、
北
部
地
域
の
中
学
校
か

ら
二
十
四
チ
ー
ム

（男
女
と
も
十

七
）
が
参
加
、熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

二
回
戦
か
ら
出
場
し
た
兼
次
中

（女
子
）
は
、
順
当
に
勝
ち
続
け
、
決

勝
戦
で
も
名
護
。大
宮
中
を
、
四
十

五
対
二
十
九
の
大
差
で
下
し
優
勝

を
飾

っ
た
。

ま
た
、
一
一月
十
五
、
十
六
の
両
日
、

本
部
町
民
体
育
館
な
ど
で
行
わ
れ

た
県
中
学
校
選
抜
優
勝
大
会
に
も

出
場
し
、準
決
勝
ま
で
進
出
、大
活

躍
し
た
。

▲ハードなトレーニングを消化した大分トリニータ

名

翼
綾

大
分
ト
リ
ニ
ー
タ
が

で
キ
ャ
ン
プ

場
職
員
、
商
工
会
員
が
参

加
し
て
サ

ッ
カ
Ｉ
Ｊ
ｌ

の
大
分
ト
リ
ニ
ー
タ
の
歓
迎
式
が
、

二
月
四
日
村
営
体
育
館
で
開
か
れ

た
。ト

リ

ニ
ー
タ
は
、
昨
年
も
村
運

動
公
園
で
キ
ャ
ン
プ
を
張
り
、
Ｊ

ｌ
昇
格
を
勝
ち
取

っ
た
勢

い
の
あ

る
チ
ー
ム
。
小
林
伸
二
監
督
は
「今

年
も
今
帰
仁
村
で
し

っ
か
り
体
作

り
を
し
、
Ｊ
ｌ
で
優
勝
で
き
る
よ

う
に
頑
張
り
た
い
」
と
抱
負
を
述

べ
た
。

ト
リ

ニ
ー
タ
は
、
十
日
ま
で
村

内
に
滞
在
し
、
早
朝
か
ら
夕
方
ま

で
し

っ
か
り
練
習
を
積
ん
だ
。
そ

の
後
宮
崎
県
で
二
次
キ
ャ
ン
プ
を

張
り
Ｊ
リ
ー
グ
の
開
幕
に
備
え
る
。

▲県大会でも大活躍した兼次中バスケット部

fi「 Fl'
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昭
和
三
十
二

（
一
九
四
人
）
年

十
月
、
新
校
合
に
移
り
崎
山
の

「寺

小
屋
教
室
」
時
代
に
は
想
像
も
し

な
か
っ
た
、
村
民
挙
げ
て
の
校
地

整
備
の
奉
仕
作
業
を
目
の
当
た
り

に
し
て
、
私
た
ち
三
年
生
は
し
ぶ

し
ぶ
名
護
か
ら
移

っ
て
き
た
と
い

う
思
い
に
後
ろ
め
た
さ
を
感
ず
る

よ
う
に
な

っ
た
。
特
に
奉
仕
作
業

に
参
加
し
た
小
中
学
校
生
に
対
し

て
そ
の
感
を
深
く
し
た
が
、
生
徒

等
の
、
窓
越
し
に
私
た
ち
の
授
業

を
見
つ
め
る
眼
差
し
は
真
剣
で
、

私
に
は

「遠
か
ら
ず
　
自
分
た
ち

も
こ
こ
に
き
て
勉
強
す
る
ん
だ
」

と
い
う
強
い
意
思
を
無
言
の
う
ち

に
語

っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
た
の

で
あ
る
。

さ
て
、
十
二
月
に
入

っ
て
校
舎

の

一
部
と
近
隣
の
農
家
を
借
用
し

て
寄
宿
舎
が
開
設
さ
れ
、
古
宇
利
、

運
天
あ
た
り
の
生
徒
が
中
心
に
入

寮
、
私
も
再
び
寮
生
活
を
す
る
こ

と
に
な

っ
た
が
、
名
護
の
学
寮
の

よ
う
な
、
上

。
下
級
生
を
峻
別
す

る
戒
律
の
厳
し
い
団
体
生
活
で
は

な
く
、
少
人
数
で
家
庭
的
な
雰
囲

気
に
包
ま
れ
た
和
や
か
な
も
の
で
、

舎
監
長
　
新
城
紀
秀
先
生
の
笑
顔

と
と
も
に
思
い
出
深
い
。

こ
の
頃
に
な
る
と
、
戦
後
の
高

校
に
も
よ
う
や
く
生
徒
の

「自
治

会
」

（あ
の
頃
は
生
徒
会
と
は
言

わ
な
か

っ
た
）
が
誕
生
し
、
初
め

て
名
護

（田
井
等
高
校
）
で
代
表

者
の
会
合
が
開
催
さ
れ
た
。
内
容

は
み
な
忘
れ
て
し
ま

っ
た
が
、
終

了
後
、
北
部
農
林
の
代
表
が
私
の

と
こ
ろ
に
や

っ
て
来
て
、

「き
た

や
ま
高
校
で
す
か
」
と
問
う
た
の

で
、
ど
う
し
て
と
訂
り
つ
つ

「
い

い
え
、
ほ
く
ざ
ん
高
校
で
す
」
と

答
え
た
、
こ
の
や
り
と
り
が
深
く

印
象
に
残

っ
た
。
後
日
学
校
で
こ

運

天

政

一

れ
を
話
題
に
し
た
と
き
、
級
友
た

ち
の
反
応
の
な
か
に

「北
山
は
山

原
人
の
中
に
共
通
の
思
い
が
あ
る
。

今
帰
仁
の
新
設
高
校
に
そ
の
名
前

を
持

っ
て
い
か
れ
た
と
い
う
気
持

ち
か
ら
咄
嵯
に
出
た
言
葉
で
、
さ

さ
や
か
な
抵
抗
で
は
な
い
か
」
が

あ
り
、
大
和
帰
り
で
沖
縄
に
日
の

浅
い
少
年
の
私
は
深
く
戸
惑

っ
た

こ
と
を
思
い
出
す
。

年
が
明
け
て
昭
和
二
十
四

（
一

九
四
九
）
年
、
三
学
期
に
入

っ
て

今
度
は
北
部
地
区
だ
け
の
、
自
治

会
代
表
の
交
流
と
弁
論
大
会
を
兼

ね
た
催
し
が
宜
野
座
高
校
で
行
わ

れ
た
。
上
間
政
春
先
生
が
引
率
さ

れ
、
全
員
が
宜
野
座
高
校
の
学
寮

に

一
泊
し
て
の
行
事
で
あ

っ
た
。

弁
論
大
会
に
は
男
子
は
二
年
生
の

私
、
女
子
は
二
年
生
の
赤
嶺
恭
子

さ
ん

（初
代
校
長
　
赤
嶺
康
成
先

生
の
長
女
）
が
出
場
し
、
女
子
は

一
位
、
男
子
は
二
位
に
な

っ
た
が

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
い
ま
だ
に
忘

れ
ら
れ
な
い
の
は
、
こ
の
弁
論
大

会
の
審
査
委
員
長
を
務
め
た
、
兼

次
佐

一
さ
ん
か
ら
受
け
た
イ
ン
パ

ク
ト
の
大
き
さ
で
あ

っ
た
。

弁
論
大
会
終
了
後
の
講
評
で
、

私
は
、
ゼ
ス
チ
ャ
ー
の
入
れ
方
の

誤
り
を
委
員
長
ご
自
身
の
手
振
り

身
振
り
で
鋭
く
指
摘
さ
れ
、
今
流

に
言
え
ば
大
き
く
ビ
ビ

ッ
た
。
そ

し
て
、
ま
と
め
の
と
こ
ろ
で

「
こ

の
講
評
に
異
論
が
あ
れ
ば
、
本
部

町
長
　
兼
次
佐

一
　

い
つ
な
り
と

町
役
場
で
受
け
る

（大
意
）
」
と

言
わ
れ
失
禁
し
そ
う
な
ほ
ど
圧
倒

さ
れ
た
こ
と
が
、
五
十
有
余
年
を

経
た
今
で
も
鮮
や
か
に
蘇
る
の
で

あ
る
。

故
兼
次
佐

一
氏
に
つ
い
て
は
、

そ
の
後
立
法
院
議
員
を
さ
れ
、
さ

ら
に
那
覇
市
長
ま
で
歴
任
さ
れ
た

方
な
の
で
、
年
配
の
ヤ
ン
バ
ル
ン

チ

ュ
に
は
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ

る
方
も
多
い
と
思
う
。
氏
は
昭
和

二
十
二
年
二
月
か
ら
本
部
町
長
在

任
約
二
か
年

（二
十
九
歳
か
ら
四

十

一
歳
に
か
け
て
）
、
当
時
私
が

お
目
に
掛
か
っ
た
の
は
、
意
気
軒

昂
に
し
て
弁
舌
爽
や
か
な
少
壮
政

治
家
の
雄
姿
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

卒
業
期
も
押
し
迫

っ
た
学
年
末

テ
ス
ト
期
間
中
の
あ
る
日
の
あ
る

時
間
、
シ
ー
ン
と
静
ま
り
返

っ
た

二
年
生
の
枚
室
を
、
監
督
と
し
て

机
間
巡
視
を
す
る
仲
木
真

一
先
生
。

ポ
ツ
リ
と

「
い
よ
い
よ
卒
業
だ
な
。

丸
坊
主
は
二
人
か
」
と
言
わ
れ
た

こ
と
が
、
妙
に
記
憶
に
残

っ
て
い

る
。
戦
後
の
ド
サ
ク
サ
な
時
代
、

年
齢
差
も
か
な
り
あ
る
同
級
生
の

中
で
最
も
若
く
、
為
も
あ

っ
て
か

背
も
小
さ
く
出
席
番
号

一
番
で
、

「幼
さ
」
を
自
覚
？
　
し
て
の
丸

坊
主
。
卒
業
式
に
向
け
て
よ
う
や

く
長
髪
の
た
め
の
す
そ
刈
り
を
し

た
淡
い
思
い
出
が
あ
る
。
坊
主
の

一
人
は
出
席
番
号
二
番
の
故
内
問

富
雄
君
だ
が
、
残
念
な
が
ら
も
う

一
人
が
誰
で
あ

っ
た
か
思
い
出
せ

な
い
で
い
る
。

山
一日
担

続
編
）畜
一

ヽ
ｌ

ノ

穂
拾
い
の
記
三
／
１

＼

―
記
憶
に
残
る
在
校
生
の
頂
の
いヽ
情
―

一］
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輿
い
あ
り
、
感
動
あ
り
、

賑
や
か
に
祭
し
む

械

卸
料
襲

醇

細

し
て
、
第
十
九
回
村
子
ど
も
会
ま

つ
り
が

一
月
十
九
日
、
村

コ
ミ

ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
。

舞
台
で
は
、
合
唱
、
合
奏
、
踊
り

な
ど
各
字
子
ど
も
会
が
多
彩
な
演

目
を
披
露
し
、
大
勢

の
観
客
か
ら

盛
大
な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

今
年
も
子
ど
も
会
ま
つ
り
の
企

村
子
ど

９
り

画
、
運
営
を
ジ

ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

が
行

い
、
自
作
自
演

の
劇
も
披
露

し
て
会
場
の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ

て
い
た
。

東
恩
納
寛
政
村
子
連
会
長
賠

村

内
の
ほ
と
ん
ど
の
字
が
参
加
し
て
、

懐
か
し
い
コ
日
の
あ
そ
び
』
を
体
験

発
表
し
た
り
、
勇
壮
な
踊
り
が
あ

っ
た
り
楽
し
い
ま
つ
り
に
な

っ
た
」

と
笑
顔
で
話
し
て
い
た
。

＞
仲
尾
次
子
ど
も
会
の

「よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
節
」

L〕

檬

仲宗根区θ

▲みんな一緒に踊つたら楽しい、花見まつり

年
恒
例
と
な
っ
た
仲
宗
根

区
（与
那
嶺
雄
源
区
長
）
の

花
見
ま

つ
り
が
、
一
一月
十
五
日
同

区
公
民
館
で
行
わ
れ
た
。

舞
台
は
、
仲
宗
根
区

の
婦
人
会

や
「む
つ
み
会
」
ら
の
踊
り
で
盛
り

上
が
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
景
品
が
準

備
さ
れ
た
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
は
、

子
ど
も
た
ち
も

一
緒
に
な

っ
て
ま

つ
り
を
楽
し
ん
だ
。

雨
天
の
た
め
、
予
定
し
て
い
た

新

一
年
生
、
七
十
二
歳
、
八
十
五
歳

を
祝
う
記
念
植
樹
は
二
十
二
日
に

行
わ
れ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大

会
は
中
止
と
な

っ
た
。

今 文化に感激、
年
も
、
雪
国
山
形
県
酒
田

市
か
ら
本
村
を
訪
れ
た
「リ

ゾ
ー
ト
大
学
沖
縄

・
酒
田
村
六
前

田
繁
団
長
、
団
員
十
五
人
）
の
歓

迎
パ
ー
テ
ィ
ー
が
、　
一
月
二
十

一

日
梯
梧
荘
で
開
か
れ
た
。

酒
田
村
の

一
行
は
、
新
里
直
子

琉
舞
道
場
の
皆
さ
ん
に
よ
る
「か

ぎ
や
で
風
」
の
舞
や
商
工
会
婦
人

部
の
色
鮮
や
か
な
、
琉
装
に
身
を

包
ん
だ
「四
つ
竹
」
に
感
激
し
、
心

温
ま
る
歓
迎
に
満
足
し
た
様
子
だ

っ
た
。

役
場
職
員
の
案
内
で
、
本
フ
帰
仁

城
跡
や
文
化
セ
ン
タ
ー
の
見
学
、

今
泊
区

の
福
木
並
木
を
散
策
し
、

与
那
嶺
区
で
は
、
沖
縄
料
理
の
実

習
も
行
わ
れ
、
歴
史
や
文
化
、
自
然

を
学
び
、
暖
か
い
沖
縄
の
旅
を
楽

し
ん
だ
。

感
動

学沖縄・酒田村」来村

▲鮮やかな紅型をまとい感激する酒田美人 ▲桜が咲き始めた今帰仁城跡を見学
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母横でL
ロマンJと開る

叙勲受章を祝つて講演会、祝賀会

にぎやかに
『山芋スーブJ
で交流

轄
穏
導
正
月
の
二
月

一
日
、
越
地

雷
竃
霞
山
芋
同
好
会

（会
長
、
岸

本
恵
順
、
会
員
十
七
名
）
に
よ
る

「山
芋
ス
ー
ブ
」
が
今
年
も
上
間
正

秀
氏
宅
で
行
わ
れ
た
。

早
朝
か
ら
全
会
員

の
立
会
い
の
も
と
、
一

年
間
大
事
に
育
て
て

き
た
山
芋
を
掘
り
出

し
、
一
株

か
ら
二
十

キ
ロ
収
穫
し
た
嘉
数

登
さ
ん
が
優
勝
し
た
。

会
長
の
岸
本
恵
順

さ
ん
は
「昨
年
の
台
風
の
影
響
が
あ
り
、
今
回
の
山

芋
は
不
作
だ
っ
た
が
、
旧
正
月
に
酒
や
、
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
を
味
わ
い
な
が
ら
、
仲
間
と
交
流
で
き
る
こ
と

が
楽
し
い
」
と
笑
顔
で
語
っ
て
い
た
。

嬰　
嬰　
朝
臨
蜘
乳
卿
側
脚
耐
騨
購
帥

（本
部
町
出
身
）
の
勲

一
等
旭
日
大
綬

章
の
受
章
を
祝

っ
て
講
演
会
と
祝
賀

会
が
行
わ
れ
た
。

「人
生
は
未
知
の
世
界
『夢
と
ロ
マ

ン
』
を
」
と
題
し
た
講
演
会
で
は
、
全

校
生
徒
を
前
に
、
片
道
十
キ

ロ
歩

い

て
通

っ
た
高
校
時
代
や
社
会
問
題
を

考
え
る
よ
う
に
な

っ
た
軍
作
業
員
時

代
、
国
政
の
場
で
の
奮
聞
な
ど
を
語

り
「よ
き
友
、
先
輩
を

つ
く

っ
て
失
敗

を
恐
れ
ず
、
刃
心
耐
強
く
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
ほ
し
い
」
と
後
輩
た
ち

ヘ
エ
ー

ル
を
送

っ
た
。

多
く
の
友
人
や
恩
師
、
同
窓
生
が

駆
け

つ
け
た
祝
賀
会
は
、
在

校
生
に
よ
る
歌
や
、
同
窓
生

の
踊
り
、
思

い
出
話
で
終
始

和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
、

最
後
は
全
員
で
校
歌
を
大
合

唱
し
て
幕
を
閉
じ
た
。

越地山芋同好会

▲スクラムを組んで校歌の大合唱▲旧正月を楽しみました。山芋同好会

心
豊
か
な

や
ん
ぼ
る
づ
く
り
を

北
部
地
区
公
民
館
職
員
研
修

譲
義
報
部
地
域
の
公
民
館
等
職
員
が
集
ま
り
、
地
域
の

導
Ⅸ
韓
拠
点
と
し
て
新
し
い
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で

き
る
公
民
館
づ
く
り
を
目
指
そ
う
と
、
二
月
十
二
日
、

平
成
十
四
年
度
北
部
地
区
公
民
館
等
職
員
研
修
会
、
交

流
会
が
、
村
コ
ミ
ュ
ニ
ィ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
。

北
部
地
域
の
各
公
民
館
長
や
区
長
ら
百
六
十
人
が
集

ま
り
、
与
儀
常
次
村
区
長
会
長
が
さ
ま
ざ
ま
な
公
民
館

活
動
の
事
例
を
発
表
し
た
後
、
村
区
長
会
の
ユ
ー
モ
ア

あ
ふ
れ
る
余
興
を
楽
し
み
な
が
ら
、

各
地
域
の
方
々
と
交
流
を
深
め
た
。

謝名区に
屋舛ステニジが完成
コ ュニティ助成事業

鶉
鰯
鞠
瑚
増
膊
剤
瑚
勒
一

ィ
セ
イ
ジ
ー
な
ど
伝
統
芸

能
の
盛
ん
な
謝
名
区
に
、

こ
の
ほ
ど
屋
外

ス
テ
ー
ジ

が
完
成
し
区
民
に
喜
ば
れ

て
い
る
。

今
ま
で
使
用
し
て
き
た

組
み
立
て
式
木
造
舞
台
の

老
朽
化
に
伴

い
、
平
成
十

四
年
度

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
に
よ

っ
て
建
築
さ

れ
た
も
の
で
、
松
本
利
夫

区
長
は
「区
民
の
念
願
だ

っ

た
施
設
が
出
来
て
嬉
し
い
。
豊
年

祭
な
ど
、
大
い
に
活
用
し
て
字
の

活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」

と
喜
び
を
語

っ
た
。

Ｌ
顕
邁

▲公民館活動を発表する与儀区長会長▲完成した野外ステージ
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交付(申請予定)の

世帝主の方へのお知らせ

3月 10日 以降各字公民館、役場窓口にて被保険者

証の切 り替えを予定 してしヽるところですが、以下の

証明書等の事前の準備をお願しヽします。

1 引き続き③ を申請する場合→在学証明書(学密舗含O全
蛉 )

2 新たに電)(白を申請予定の方→合格通知書 入学許可証
在所証明書等

※例年学生証コピーで発行 してきましたが、つ年度

切り替えより不可としますのでこ注意ください。

保険干防課 国民健康保険係

当座預金、普通預金、別殴預金は、
平成 17年 3月末まで引き続き全額保護されます。
・定期預金等については、これまで同様、元本 1,000万 円

までとその利息等が保護されます。それを超える部分は、

破たん金融機関の財産の状況に応じて支払われます。

(一部カットされることがあります)

・平成17年 4月 以降は、当座預金等の利息のつかない預

金が金額保護されることになります。   |

。預金保険制度、農漁協系統貯金保険帝J度 ともに同様の

取扱いがなされます。

・詳しくは、金属虫機関の窓口または預金保険機構、農水産

業協同組合貯金保 ll究機構、財務局に|お 問い合わせくだ

さい。

金融庁・預金保険機構

保健師
だより

結
核
に
と
注
意
を
ゴ

戦
後
ず

っ
と
減
少
を
続
け
て

き
た
結
核
。
し
か
し
、
最
近

で

は
高
齢
者
を
中
心
に
結
核
が
広

が
り
を
見

せ
て
お
り
、
厚
生
労

働
省

は
平
成
十

一
年

に
結
核
非

常
事
態
宣
言
を
出
す

に
至

っ
て

お
り
、
注
意
が
必
要

で
す
。

沖
縄
県

で
は
平
成
十
二
年
末

で
二
人
○
人
が
新

し
く
感
染

し
、

結
核

に
よ
る
死
亡
者
は
二
十
二

人
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。
村

で
も

平
成
十
二
年
末

で
新

し
く
五
名

の
方
が
感
染

し
て

い
る
状
況

で

す
。一

人
人
三
年
二
月

二
十
四
日

に
原
因
菌
が
発
見
さ
れ
た
結
核

は
、
有
効
な
治
療
法
が
あ
る
に

も

か
か
わ
ら
ず
毎
年

二
百
万
人

が
結
核

で
死
亡
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、

Ｗ
Ｈ
Ｏ

（世
界
保

健
機
関
）

で
は
毎
年
二
月

二
十

四
日
を

「
世
界
結
核
デ

ー
」
と

し
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
も

こ
れ

を
機
会

に
結
核

に

つ
い
て
の
予

防
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

結
核
子
防
の

Ｒ
ち
の
ポ
イ
ン
ト

①
長
引
く
せ
き
は
赤
信
号

結
核

の
症
状
は
か
ぜ
に
よ
く

似

て
い
ま
す
。
次

の
よ
う
な
症

状
が
三
週
間
以
上
長
び

い
た
と

き
は
、
医
師

の
診
断
を
受
け
ま

し
ょ
いつ
。

○
胸
部

Ｘ
線
検
査

結
核

の
早
期
発
見
に
極
め
て

有
効

で
す
。
同
時

に
肺
が
ん
も

早
期
発
見
で
き
ま
す
。

Ｏ
検
た
ん

た
ん
を
採
取
し
て
結
核
菌

の

有
無
を
調

べ
ま
す
。
顕
微
鏡

で

調

べ
る
塗
抹
検
査
と
た
ん
を
培

養

し
て
調

べ
る
培
養
検
査
が
あ

り
ま
す
。

③
う

つ
ら
ぬ
う
ち
に
Ｂ
Ｃ
Ｇ

子
ど
も

の
結
核

は
、
大
人
に

比

べ
る
と
重
症

に
な
る
こ
と
′が

多
く
、
生
命

に
も
関
わ
り
ま
す
。

結
核

は
Ｂ
Ｃ
Ｇ
の
接
種

で
簡
単

に
予
防

で
き
ま
す
。

Ｂ
Ｃ
Ｇ
は

牛

の
結
核
菌

の
毒
性
を
弱
く
し

た

ワ
ク
チ
ン
で
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

反
応
が
陰
性

の
子
ど
も
に
接
種

し
ま
す
。
村

で
は
年

一
回
Ｂ
Ｃ

Ｇ
の
予
防
接
種
を
行

っ
て
い
ま

す

の
で
、
四
歳
ま
で
に

一
回
は

受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
！

翠登学 管

鯨燿~―
C与

②
進
ん
で
受
け
よ
う
健
康
診
断

結
核
の
早
期
の
発
見
は
早
期

の
治
療
に
つ
な
が
り
ま
す
。
住

民
健
診
で
は
胸
部
Ｘ
線
撮
影
や

痰
の
検
査
を
行

っ
て
い
ま
す
。

住
民
健
診
は
積
極
的
に
受
け
ま

し
ょ
】つ
。

幕

主



鬱003年)平成15年 3月 1日 広 報 な き じん 8

賞与奨学生の募集について

1,応募資格 :日 本国籍を有 し、沖縄県内に本籍又は住所

を有する者の子弟で、国内の大学、大学院、専4多学校、

高等専門学校に在学する者又は、沖縄県出身海外移住

者の子弟で、主たる住所を海外に有し、県内の大学、大

学院に在学する者

2.採用予定人員:①大 学 生

②大学院生…………………10人程度

③専修学校生………………14人程度

④高等専門学校生…………。若 干 名

⑤沖縄県出身海外移住者子弟……若干名

3.募 集 期 間 :平成15年 3月 20日 (木 )～平成15年 4月 18日 (金 )

(郵送の場合 も4月 18日 必着 )

4.問い合わせ

〒900‐0034那覇市東町1番 1号 沖縄県那覇東町会館フ階

財団法人沖縄県国際交流・人材育成財団奨学係

電証頃098)941-6744 FAX(098)941-6811

平成 15年度

180人程度

出前パ トロール実施中 !

*県警では、現在身近な犯罪防止活動を実施中

こ代わり交番員

た りま

仁交番か本

は 可 番

村民の皆さん、旅

でもいいです)留

そんなときは、

て下さい。あ
―ルし警戒

で長期間家を(会社

ありませんか ?

察署ヘー言掛け

点的にパ トロ

今帰仁
本部

03
10

絶滅のおそれのある野生動植物の
種の保存に関するお角1らせ

ある野生動植物の種の保存に関する法
正する政令 (平成14年政令276号 )が
布され、平成14年 9月 1日 より施
政令により、県内に生息・生育す

植物が新たに国内希少野生動

(デンドロビウム・オキナウェンセ)

に

警ティ多
,し

シ井

き

ら

ゴ

ス

イせみ科

ヨ

タ

〃 キ

〃

絶減の

律施行令

碁慧丼ぞ

の

を

イ

おそれ
の一部
8月 7日 に
おります。

ナワセッコク、クるイシガキ イ、オ ガミトンボ
ソウを含む下記の 5種
植物種として指定され、 上 に

てヽ国内希少野生動植物 した場

合であっても、同法第58 懲役又
は100万 円以下の罰金に

こい科 :ス (ロデウス ア ウスiスイ

(プラテュプレウラ ルビヴノノ

らん科 アツモリソウ(キュプリペディウム

ウ(プラタンテラ・ソノ八ライ)

悪質な賞金業者に置注意
ローンやキャッシングは|、欲しいものがすぐに手に入る便利な手段。

しかし、安易な借り入れは、生活を破たんさせることにもなります。平成

13年の個人の自己破産件数は16万人を超え、過去 5年間で約 3倍になっ

ています。また、無登録業者や法外な高金利を取る業者など悪質な貸金

業者による被害が増加しています。    1
※一人で悩ます相談を

貸金業者の苦情 ,オロ談については、各都道府県貸金業協会の苦情・オロ談

窓口、当該貸金業者の登録先である財務局または都道府県の貸金業担当

窓口、各都道府県の警察本部や最寄りの資察署の生活安全相談などの窓

口にご相談下さい。         ==

主な相談窓ロ
〒900-0036

沖縄県県民生活センター  那覇
醍

西

:f古き」ど9214)肖
費生活に関する相談

〒905-0492
◆帰仁村役場 企画振興課 今帰仁村字仲宗根219

TEL(0980-56-2]01)

法律問題全般

消費生活に関する相談

沖縄弁護士会
〒900-O023
那覇市楚辺 1-6-15
TEL(098-883-5545)

村には皆様の様々な悩みにお答えするため

の相談悪口があります。相談は無料で秘密は

守られます。お気軽に晉相談ください。

◎法律相談

(相談員)玉城嵩男 弁護士
◎人権相談

(相談員)地元人権擁護委員

島袋輝志雄  a56-3224
謝花  1券子   a56… 2フ 16
三輪 茂穂  856-2183
諸喜田スエ子 856-212フ
◎行政相談 (相談員)新垣 侃

a56-3148
平成 15年3月 19日 (水 )
10時～15時
村コミュニティセンター

と き

ところ
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成年後見制度のと利用について
平成 12年 4月 から|よ じまった新しいしくみ「成年後見制度」をこ存欠「lですか? これlよ、痴呆性の高
齢者や矢[l的障害者、精神障害者等の判断能力の不十分な方々の権利や財産を保護し、法律面や生渚面で支

援することを目的とする制度です。

成年後見制度の利用を希望するとき|よ、本人の所在する管轄の家庭裁判所に申立てます。

★今すぐ支援をうけたい

現在、障害などで充分な判断能力がない人が、「不動産の売買」「財産の相続」「福祉サービス利用」などの手

続きや契約などをおこなうとき、家庭裁判所が決めた法定後見人が、本人の福祉や生渚などに配慮しながら、

その支援をおこなしヽます。

1後見人とlよ 判断能力の不十分な方々を保護・監督し、その行為を代行する人
i

→

※うけられる支援の内容

契約等の内容に
「同意」する。

同意なしに勝手に
おこなった契約等
を「取消」する。

本人の「代理」
として契約等を
おこなう。

★将来にそなえて

将来、判断能力のおとろえた場合にそなえ、本人の希望にそってあらかじめ「不動産の売買」「財産の相続」

「介護保険サービス利用」などの手続きや契約など「支援をうけたい内容」と「支援をお願いする人 (任意後見

受任者)」 を決めておく制度です。本人の判断能力が不十分になつたときに、任意後見受任者 |よ任意後見人と

して契約した支援をおこなしヽます。

※法定後見の開始の審判申立権が与えられてしヽるの lよ、基本的に、本人、配偶者、4親等内の親族などです。

しかし、身寄りがないなどの理由で、申立てをする人がしヽない場合について |よ、村長にも法定後見の開始の

審判の申立権が与えられています。

問い合わせ先

機 関

◆帰仁村役場

那覇家庭裁判所

内   容

福祉課 56-4189 制度のことを知りたい

名護支部  52-2フ42 制度を利用するための申立
てについて知りたい

電 話 番 号名

社団法人 成年後見センター 098-86フ ー3526
リーガルサポー ト沖縄支部

成年後見人の推薦、申立て
手続きについて矢[lりたしヽ
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甲
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
及
び
土
地
ま
一

た
は
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦

一

覧
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

一　
こ
れ
は
平
成
十
五
年
度
の
賦
課

一

期
日
（平
成
十
五
年

一
月

一
日
）
現

一

在
に
所
有
さ
れ
て
い
る
固
定
資
産

一

一に
つ
い
て
記
載
さ
れ
た
も

の
で
、
一

こ
の
際
に
ご
自
分
の
固
定
資
産
を

一

一ご
確
認
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
一

ま
す
。

一※
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
　
一

・　
閲
覧
　
　
　
　
　
　
　
　
一

◎
期
間
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

平
成
十
五
年
四
月

一
日
～
平
成
十
五
年

．

五
月
三
十
日
（土
。日
・祝
日
を
除
く
）
　

一

◎
時
間
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一　
午
前
八
時
三
十
分
～
午
後
五
時
十
五
分
　
・

◎
場
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

村
役
場
住
民
課
　
固
定
資
産
税
係

◎
範
囲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

納
税
義
務
者
本
人
所
有
の
固
定
資
産
税
等
　
．

※
土
地
及
び
家
屋
価
格
等

　

・

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
　
　
　
一

◎
期
間
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

平
成
十
五
年
四
月

一
日
～
五
月
三
十
日

◎
時
間
・場
所
は
同
右
　
　
　
　
　
　
　
　
・

◎

範

囲

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

村
内
の
土
地
ま
た
は
家
屋
の
価
格
等
　
　
一

（た
だ
し
納
税
者
に
限
る
）

★
期
間
内
は
上
記
の
閲
覧
及
び
縦
覧
は
無

一

料
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

今
帰
仁
村
役
場
　
住
民
課
　
固
定
資
産
税
係
一

成
十
五
年
度
の
固
定
資
産

税
の
基
礎
と
な
る
固
定
資

一

主な回森公務員採用試験のお知らせ
☆人事院では、次のとおり国家公務員採用試験の募集を行います。

試験名 受験資格

国家公務員採用 ①昭不「1454 2～昭和574 1 4月 1日 (火 )～ 4月 8日 (火 )
1種試験     生まれの者          (2月 2フ日(木 )〕

②昭和5フ 4 2以降生まれで

(1)大学卒の者及び平成163
までに大学卒見込みの者

(2)人事院が(1)と 同等の資格

があると認める者

試験名 受験資格
受付期間

〔申込用紙等配布開始日]

国家公務員採用 昭租574 2(税 務は昭和58 7月 1日 (火)～ 7月 8日 (火 )
Ⅲ種試験     4 2)～ 昭和61.4 1生まれ 〔5月 12日 (月 )〕

の者

国家公務員採用 ①昭和494 2～ 昭和5フ 4 1 4月 14日 (月 )～ 4月 28日 (月)6月 29日 (日 )
Ⅱ種試験     生まれの者          〔2月 2フ日(木 )〕       〔7月 25日 (金 )〕

②昭和5フ 4 2以降生まれで

(1)大学卒の者及び平成163
までに大学卒見込みの者並び

に人事陽がこれらの者と同等

の資格があると認める者

(2)短大又は高専卒の者及びH

163までに短大又は高専卒
見込みの者並びに人事院がこ

れらの者と同等の資格がある

と認める者

(高校卒業程度〉

(大学卒業程度〉

受付期間        第 1次試験日
〔申込用紙等配布開始日〕 〔第 1次試験合格発表日〕

5月 5日 (月 )

〔5月 19日 (月 )〕

第 1次試験日

〔第 1次試験合格発表日]

9月 7日 (日 )

〔]O月 10日 (金)]

第2次試験日

〔最終合格者発表日〕

〔筆記〕6月 1日 (日 )

〔人物〕6月 3日 (火)～ 18日 (水 )

〔6月 2フ日(金 )〕

8月 1日 (金 )～ 19日 (火 )

〔9月 4日 (木 )〕

第2次試験日

〔最終合格者発表日〕

10月 16日 (木)～ 10月 23日 (木 )

〔11月 13日 (木 )〕

☆なお、上記以外の国家公務員採用試験のことや申込用紙の請求方法及び受験資格等の詳しい内容について|よ、下記に
お間い合わせください。

間い合わせ :人事院沖縄事務所 調査課 試験担当
TEL(098)834-8400

*人事院沖縄事務所ホームページ http://www iinii go ip/okinawa/も こ覧ください。
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3 月/弥生
●おもちゃ図書館 骨00～ lZ00コ ミセン) ●天底小学校卒業式

や

0今 ll'に 中学校感謝の集い

(9:00～ 12:00 センター) 1勇川中Wl校式典

12:00 セ ンター

●リハビリ

ン 13:30～ 16:30コ セ ン

●3月 定例議会 ●農委会総会

ンサート セ ン

や

●春の親子ウキウキサイクリング (7:00ス タート、役場前) ●ゆいま―る (

や 12:00コ ミセン

●乙羽朝市 (■ 00～ III央公民館) ●古宇利中学校開校式典

●県立高校入試 (■ 日まで)

12:00 ンター

●土地改良総代会 (1930～ 中央公民館)

リハ リ 13:30～ 16:30コ ミセン

●ゆいま―る (呉我山)

2003年 4月 /卯月
ヽヽ

12:00コ ミセン 13:30～ 16:30コ ミセン

●湧チ| 中学校 古宇利小中学校卒業式

12:00 ンター

●県立高校合格発表

― る や 12:00コ ミセン

0今帰に ,兼次 ,天底 湧川幼イll図卒園式
しん 13:00 センター

●心配ごと相談 (1330～ lG30コ ミセン)
ハ ビ

ア ンター 12:00 セ ンター

0今帰に小学校 兼次小学校卒業式

ヂ
」

寄
　
付

村
社
会
福
祉
協
議
会

ヘ

○
嘉
陽
弘
子
さ
ん
宣
ハ我
山

一
〇
）
よ
り
夫
、宗

一

様
の
香
典
返
し
と
し
て
十
万
円

村
育
英
会

ヘ

○
上
間
信
治
さ
ん
（南
風
原
町
宮
平
五
七
八
十
四

＞
上
間
さ
ん
（右
）
か

封
鵡
紳
み翠
鞘
路
一塩
拍
串酵継勁隊ｐ御

IЩ  t,

春季全国火災予防運動について
「消す心。置いてください 火のそばに」をスローガンに3月 1日 から3月 7日 ま
での間、春季全国火災予防運動が行われまする火災が発生しやすい季節になるため、
普段から火災予防への意識を高めて火災を未然に防げるように心がけましょう。ま
た、近年放火による火災発生件数が増加傾向にあることから、家の近くに燃えやす
いものを放置しない、燃えるごみは決められた時間に出すようにする、など放火さ
れない環境作りにも注意が必要です。

住宅防火 いのちを
-3つの習慣。

守る 7うのポイント
4つのポイントー  ・

3つの 習 慣
○寝たばとは
○ストープは
○ガスコンロ

4つの対策

る

ｏ

す
す

一
用
消
使
を
で
火
置
す
位
必

に
災
消
自

め
火
に
不

た
の
ち
の

ぐ
ら
う

○逃げ遅れを防
○寝具や衣類か
O火災を小さい
○お年寄りや身体

、住宅用火災警報器を設置する。
を防ぐために、防☆製品を使用する
すために、住宅用消火器を設置する
出な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。



「崎Ha韓

錢
う
鷲饉磯

|

ｒ
日
９

縛

腿

腰

妬

平

イ中 ‐こ

宗
根
垣
畑
原
の
ナ
ハ
キ
ハ
ギ
群
落
」

の
二
件
を

一
月
二
十
日
付
け
で
村

指
定
文
化
財
に
指
定
し
、
同
月
二

十
二
日
に
指
定
書
の
交
付
式
が
村

教
育
委
員
会
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

崎
山
の
神

ハ
サ
ギ
は
、
村
内
で

唯

一
茅
葺
き
の
屋
根
と
琉
球
石
灰

岩
の
柱
を
残
し
て
お
り
、
他

の
区

の
神

ハ
サ
ギ
に
は
な
い
古
来
の
姿

を
今
に
残
し
て
い
ま
す
。
学
術
上

貴
重
な
民
俗
資
料
で
あ
り
、先
祖
代
々

受
け
継
が
れ
た
茅
葺
き
の
技
法
を

継
承
し
て
い
く
上
で
も
、
ア」
れ
を

保
存
す
る
意
義
は
極
め
て
大
き
い

と
い
え
ま
す
。

仲
宗
根
垣
畑
原
の
ナ
ハ
キ

ハ
ギ

群
落
は
、
夏
に
白

い
花
を
咲
か
せ

る

マ
メ
科
の
植
物
で
、
仲
宗
根
集

落
の
北
の
海
岸
崖
地
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
垣
畑
原

一
帯
の
群
落
は
、
沖

縄
本
島
最
大
で
、熱
帯
ア
ジ
ア
地
域
で
最
も
北
に

位
置
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
開
発
の

影
響
を
ほ
と
ん
ど
受
け
て
い
な
い
沖
縄
本
来
の
海

岸
植
生
を
残
す
貴
重
な
地
域
で
あ
る
た
め
、
人
ブ
回

村
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。今

回
、新
た
に
二
件
の
文
化
財
が
追
加
さ
れ
ｈ村

指
定
文
化
財
は
計
七
件
に
な
り
ま
し
た
。
〈
フ
後
と

も
村
で
は
、
村
内
の
貴
重
な
文
化
遺
産
を
保
護
し

て
い
く
た
め
に
指
定
に
む
け
て
の
活
動
を
進
め
、

地
域
の
文
化
財
学
習
や
村
の
財
産
と
し
て
の
活
用

を
は
か
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▲撮影 :安座間安史

頭が黒く頬の白い半月模様がよく目立ち、のど :

から腹にかけての黒いネクタイが、メスよリオス !

の方が太くなります。

村内では一年中見られ、これから繁殖期に入り

巣箱やブロックのすき間、郵便受け等色々なもの

を利用し、 8羽前後のヒナが巣立ちます。

鳴き声からか ?今泊では「ピン ポン ピチャ」と
呼ばれています。

沖縄県鳥獣保護員 (仲村渠智)
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